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Linux ボードコンピュータ、Raspberry Pi に気象センサーやカメラを搭載し様々な利用場面にあわせてソフトウェ
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1. はじめに 
 東日本大震災からの復興がきっかけとなり、新しい
農業スタイルを考えている Agri future 代表の女川
氏から、ＩＴを活用する IT 農業への研究協力依頼が
あった。2011 年秋には実証実験として鹿島台の農場
に気象センサーと定点カメラを設置し、それらのデー
タをインターネット経由で収集・閲覧、さらにパイプハ
ウスの換気、廃熱用巻上げ装置の遠隔制御が行える
システム[1]を構築した。 
 震災直後に東北大学農学研究科では、「菜の花プ
ロジェクト」[2](フード・アクション・ニッポンアワード
2014 優秀賞)が立ち上がり、大村はプロジェクトに参
加し被災農地の復興に取り組んだ。地元の農業従事
者、ＩＴ企業、大学が連携し、復興後の農業について
考える、東北スマートアグリカルチャー研究会が
2012 年に組織され、大村・岩本も、その活動に参加
している。2014 年には東北大学大学院農学研究科
に東北復興農学センターが設立され、復興に取り組
む農業人材育成を始め、大村・岩本も指導を担当し
ている。 
鹿島台での実証実験の経験を元に、多賀城圃場
（東北大学菜の花プロジェクト）、東北大学川度フィー
ルドセンター内圃場（東北復興農学センター）での実
証実験を行ってきた。同時に、実証実験での経験を
基に、ＩＴ技術を活用した農業人材育成のための教
材開発も始めた。 
また、我が国においては農業者の高齢化と農業者
数の減少が進んでいる。農林水産省ではアグリ・イン
フォマティクス（農業情報科学）を基礎に『今後急速
に失われていく可能性のある篤農家の「匠の技」（暗
黙知）を、IT 技術を用いて「形式知」化し、他の農業
者や新規参入者等に継承していく新しい農業』を AI
農業と位置づけ推進している[3]。AI 化により、農業以
外の分野と農業が結びつくことにも期待が集まる。 
 
2. 遠隔栽培支援ロボット 
 鹿島台に設置したシステムの概要を図１に示す。 
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